
石岡市立南小学校

学校だより №9

発行日 2023.7.20

文責 校長（山口）

今年度の夏休みは４２日間。久しぶりにコロナ禍による様々な規

制が無い夏休みを迎えます。まとまった休みとなり、帰省や外出等

の予定を組まれているご家庭もあるかと思います。安全や基本的感

染症対策等に留意されて、児童にとっても家族にとっても有意義な

期間になることを願っております。

夏休み期間は、児童が自由に活動できる時間が多いため、日頃は

じっくり取り組めない自由研究や、苦手教科の克服、読書や趣味な

どで有意義な時間となることを期待しています。保護者の皆様方に

は、児童の生活習慣が規則正しいものであるよう、支えていただけ

れば幸いです。

さて、学校だより No.7 でも触れましたが、インターネット環境の整備により、刺激の強いコンテンツ
により生活習慣が乱れ、ひどい場合には昼夜逆転の事態に…や、不特定多数の見知らぬ他者とのコミュニ

ケーションをしていたら被害に…などの心配があります。長期休業期間中は、児童が自由に活動できる時

間の多さから、特別に警戒が必要な時期です。大人の干渉の無い子供同士のやりとりでトラブルが発生し

たり、目の届かない空間での悪意ある他者とのコミュニケーションがあったりして、知らないうちに児童

が追い詰められるケースもあります。また、保護者もお子さんの今まで知らなかった部分を目の当たりに

して、どう対応したらいいか分からない場面に遭遇することもあるようです。

学校でも夏季休業中の児童や保護

者の相談に対応します。しかし、教

職員の出張、土日や閉庁日などで連

絡が取れない場合も少なくありませ

ん。また、学校の先生の負担を考え、

まずは一般的なことを知りたいとい

ったニーズの保護者は、学校に相談

しにくい場合もあるようです。学校

ホームページのトップ画面にある

「相談」をクリックいただくと、児

童や保護者が相談できる機関の案内

を掲載しています。一度ご覧になっ

ていただけたらと思います。

夏休みなどの長期休業の終期には自殺企図事案が増える傾向にあります。中・高生に比べれば小学生の

リスクは統計的に低いですが、思春期中期突入の前から様々な相談機関を知ることは、リスク低下にもつ

ながります。反抗期前だからこそ、一度、ホームページ見ながら話題にしてみてはどうでしょうか。

学校では、夏季休業前に SOS の発信について時間を取り、児童に指導しています。保護者の皆様も、
児童から話を聞くなどしながら、相談することの大切さについて、触れていただければ幸いです。

南小の校訓：ほんきに なかよく がんばる

みなみ



右の写真は、高浜小、三村小、関川小、南小の４校の校

長、教頭、教務主任の写真です。令和６年度の統合に向け

て、全ての学校の児童が安心して４月を迎えられるように、

また、それ以降の学校生活がよりよいものになるように、

４校の３者が月１度程度会し、話合いを進めています。

夏休み開けの児童相互の交流活動をどのように計画して

いくか、それぞれの学校の特色ある教育活動をどのように

発展させていくかなど、議題は多岐にわたります。年度内

には、学校危機管理マニュアルなどの法対応も含めた諸々の整備に向け、業務を遂行していかなければな

らないからです。学区拡大に伴う安全管理やバスによる登下校に伴う様々なトラブルを想定した対応な

ど、課題は山積ですが、一つ一つ確実に積み上げているところです。

夏季休業期間中には、各小学校の備品をどのように移行するかを見通すため、それぞれの学校に出向い

て確認したり、各学年の担当者同士が話し合い発達段階に応じた交流活動計画を立てたりするなど、様々

な準備を行う予定です。

校長の話の内容を、以下に掲載します。

新
し
い
学
年
で
の
生
活
が
三
ヶ
月
半
に
な
り
ま
し
た
。

校
長
先
生
は
始
業
式
で
、「
共
に
学
び
」「
共
に
育
つ
」
と
い
う
話
の
中
で
、「
学
ぶ
力
を
つ

け
る
」「
友
達
が
安
心
で
き
る
言
葉
や
態
度
を
大
切
に
す
る
」「
互
い
の
活
動
を
支
え
合
う
」

に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
一
年
生
に
は
入
学
式
で
「
交
通
安
全
に
気
を
つ
け
る
」「
友
だ
ち
が

安
心
す
る
話
し
方
や
聞
き
方
を
す
る
」
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
は
、
ど
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よ
う

に
成
長
し
ま
し
た
か
？

「
人
は
、
人
と
関
わ
る
こ
と
で
は
じ
め
て
人
に
な
る
」
と
い
い
ま
す
。
生
ま
れ
た
ば
か
り

の
赤
ち
ゃ
ん
に
、
誰
も
何
も
し
な
か
っ
た
ら
、
ど
う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
は
，

保
護
者
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
心
を
込
め
て
関
わ
っ
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
、
成

長
し
て
き
ま
し
た
。
小
学
校
で
は
、
先
生
方
も
真
剣
に
関
わ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
一
人
一
人

が
お
互
い
に
真
剣
に
関
わ
る
こ
と
で
、
互
い
が
成
長
で
き
る
場
所
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
三
ヶ
月
半
の
学
校
生
活
は
ど
う
で
し
た
か
。
皆
さ
ん
の
言
葉
は
、
友
だ
ち
を
成

長
さ
せ
る
相
手
へ
の
「
温
か
さ
」
や
「
思
い
や
り
」
が
あ
り
ま
し
た
か
。
皆
さ
ん
の
行
動
は
、

学
級
や
学
年
を
超
え
て
、「
元
気
」
や
「
勇
気
」
を
与
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
し
た
か
。
夏

休
み
に
入
る
前
に
、
今
、
し
っ
か
り
と
振
り
返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

明
日
か
ら
は
、
皆
さ
ん
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
夏
休
み
が
始
ま
り
ま
す
。
一
年
生
の
み
な

さ
ん
は
、
初
め
て
の
夏
休
み
、
六
年
生
の
み
な
さ
ん
は
、
小
学
校
最
後
の
夏
休
み
に
な
り
ま

す
。
夏
休
み
は
自
分
で
考
え
て
、
決
め
た
行
動
が
で
き
る
時
間
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
目
的
を

持
っ
て
一
日
一
日
を
過
ご
す
の
と
、
な
ん
と
な
く
過
ご
す
の
と
で
は
、
四
十
日
後
の
成
長
が

ち
が
い
ま
す
。「
毎
日
、
日
記
を
忘
れ
ず
続
け
た
」「
苦
手
な
教
科
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」

「
本
を
十
冊
読
ん
だ
」「
理
科
の
自
由
研
究
を
や
り
と
げ
た
」
な
ど
、
何
か
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
、
や
り
と
げ
る
こ
と
で
、
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

夏
休
み
明
け
に
は
、
心
も
体
も
一
回
り
大
き
く
な
っ
た
皆
さ
ん
と
、
再
会
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
皆
さ
ん
が
や
り
と
げ
た
話
を
、
先
生
や
お
友
だ
ち
に
知

ら
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
一
日
一
日
を
大
切
に
し
て
、
交
通
事
故
や
健
康
、
人
と
の
関

わ
り
に
気
を
つ
け
て
、
元
気
に
、
安
全
に
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。


